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　　　Thi．s　article　concerns　with　an　anthropological　investigation　of　pulp　cavi．ty　niorphology　of　the　molar
teeth　in　the皿odern　Japanese．
　　　The　author　prQposed　a丘ve－class　classi丘cation　method　of　t．he　pulp　cavity皿orphology　which　was
modified　from　that　presented　by　Shaw（Figure　2）．
　　　The　r．esults　obtained　are　as　follows：
　　　　1）No　hypertaur．odonty　w．as　observed　in　lower　molars　of　the　Japanese．
　　　　2）The　basic　form　of　the　pulp　cavity　of　MI　appears　to　be　a　cynodonty．seen　fro．皿the　evolutionary
point　of　vi色w．
　　　　3）There　is　an　apparent　trend　in　M21n　which　the　pulp　cavity　changes　from　hy．potaurodQnty　to
cynQdonty　with　increase　of　ages．　However，　since　this　change　is　relatively　slight，　the　shap．e　of　the　pulp
cavity　see．ms　to　be　relatively　stable　in　this　tooth，
　　　　4）On　the　contrary　to　M1，　hypotaurodonty　appears．　to　be　the　basic　form　in　M3，
　　　　5）Generally　in　the　lower　molars，　the　frequency　of　hypercynQdont　is　higher　and　that　of　mesotau－
rodont始ユower　in　the　higher　age　grdups．
　　　　6）No　between－sex　di狂erence　of　this　trait　i．s　observed　in　M1．　On　the　other　hand，　in　M2　and　M3，　a
trend　towards　taurodont　is　a　little　more　apparent　in　females　than　in　males　when　a五l　t．he　age　groups　are
combined．
　　　　7）The　relative　s．ize　of　the　pulp　cavity　shows　the　relationship　of　M1≦M2i妻M3．
　　　　8）In　case　of　personal　ident．i且cation．from　the　pulp　cavity　morphology，　MI　and　M2　must　be　observed
in　combination，　and　detailed　observatiohs　of　hypertaurQdont　should　be　done．．
　　　　9）The　illt．ernal　morpholo．gy　of　the　human　teeth，　or　that　of　taurodont　in　particular，　is　a　char．acter
of　quit白importance　in　relation　to　the　external．　morpholo．gy　of　the　teeth．　This　is　especially　true　when
the　teeth　are　investigated　frQm　the　e▽01utionary　poin．t　o．f　view．
　　　　At　the　sametime，　the　author　r．ecommends　the　method　of　classi丘cation　proposed　in　this　article　to
evolutionary　studies　of　the　human　teeth，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Receive．d　Dec．ember　24，1979　and　accepted　February　4，1980）
　　　　　　　　　　　　　　　　　1　緒　　言
　　ヒトの歯の形質に関する人：類学的研究には，多くの分野
にわたって非常に重要な意義があるが．，それは主として’歯
の．外観つまり外部形質．についてなされることが多．く．，内部
構造に関してはそれほどの注意が払われてこなかった．し
かしその唯一の例外として，今世紀初頭より歯髄．腔の形態，
ことにtaurodontism1）が1湖題とされてきた．
　　すなわちtauro．dontismとは，歯冠腔（髄室）が．歯根腔
〔根管）へ，そ．の容積を長軸方向に拡大することによって起
る：状態で，髄室床．の根尖側への位置低下として．複根歯にお
いて観察でき，したがって大臼歯に著明に認め得るので
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ある2）．
　この形態は，de　Terra3）がヨーロッパのいわゆる典型
的Neandertal人といわれるKrapina人の顎骨について
研究し4），大臼歯の柱状根として報告したものが最初であ
る．ひき続いてAd1誼5，6）Gorjanoviさ一Kramberger7）ら
がやはりKrapina人をはじめとする化石人類，主として
Neandertal人について，非常に特徴のある歯根ないし歯
髄腔の形態として報告しているが，この段階では，根幹部
分が太く円柱状にのびた状態を観察記載するにとどまり，
内部構造についての詳しい研究は行なわれていない・
　Keithl）はこの形態が，牛などの有蹄類つまり反鯛il甫乳
類の歯にみられると同じ状態であるとして“taurodon－
tism（牛歯型）”と呼び，これに反して食：肉動物の歯にみら
れるような根幹（ないし髄室〉が歯槽縁上にある状態を
“cynodontism（犬歯型）”と呼ぶことを提唱した（Fig．1）．
　その後断片的にではあるが，いくつかの化石あるいは現
M3 M2 Ml
Tau「9dontism（Krapina　mandible　dfter　Ka↓lay）
凹3 M2 n！
一一
＼一 vr［⊃／
　　　∩　　「
Cynodon七ism（moderll　Japanese　mandibular皿oエar　）
Fig．1　Pulp　cavity　mQrphology（drawn　from
　　　　X－ray　film）、
　　　　　　　　Note＝Pulp　cavity　is　black，
代人におけるtaurQdontismの報告がみられる8・9）．とく
にもっとも典型的なcynodontismをもつといわれている
白人にまれに強度のtaurodontismが観察され10），程度の
弱いものはかなり多いという事実は興味深い．資料が集ま
るにしたがい，この形質に関する人類学的研究は，ますま
す重要性を帯びてきた．
　Shaw11）によってtaurodontismに関する重要な分類
方法が提唱されたのは，このような時期である，Shawは
現代の南アフリカ黒人（Austra1QidあるいはBoskopoid
とBushmanあるいはBantuとの混血種族）に約30傷
のtaurodontismを認め，　Keithの論文1）に基づいて，こ
の形質を次の4段階に分類した．
　1）cynodontism　l現代人に主としてみられる形態で，
歯髄腔はせまく歯槽縁上にとどまる．
　2 hypotaurodontis皿：軽度のtaurQdontismをもつ
歯で，現代南アフリカの！部混血種族にみられるもので
ある．
　3）エnesotaurodontism：Heidelberg人（ヨーロッパ
のHo〃～08ノで破‘∫）などにみられる中等度のtaurodontism
をもつ歯．
　4）hypertaurodontism＝Krapina人のように巨大な
歯髄腔をもつ歯．
　しかるにShaw11）は，頭蓋標本の歯について主として
外景から観察し，内部構造は2次的判定の手段としてお
り，したがって歯髄腔の変異程度に関しては判定基準がや
やあいまいで，これをそのまま生体の観察に用いるのには
多少の無理が生ずるのである．
　以上，ほとんどが永久歯について述べられてきたのであ
るがJφrgensen12）は乳臼歯の歯髄腔に対しての独自の観
察基準を用い，デンマーク児童の集団調査を行った．
Thoma13）はSubalyukのNeandertal　childを調査し
て，下顎第1乳臼歯（dm1）の所見をJφrgensenに準じて
報告している．
　また大東・稗田14）は，歯冠と根幹との比を基準として乳
歯列におけるtaurodont　teethを調査しているが，乳臼
歯に関する観察基準としてこれらの方法は当を得たものと
思われる．
　またtaurodontismの症例を主とした報告ではLuntlo），
Stoy15＞，　Metro16＞，　Hamner17），　Bernick18），　Manson－
Hing19）などをみるが，集団の調査としてはShawll），
J伽gensen12），　Moorrees20），大東・稗田14），入見ら21）の報
告がある．さらに化石人類に関してはWeidenreich8，9），
von　Koenigswald22）らの観察記録があるが，最近では，
Sakura23），鈴木24）らの報告も重要である．
　さらにKallayはKrapina地方のNeandertal人の歯
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をエックス線で詳細に観察して，歯根形成との関連におい
てtaurodontismを究明しようと試みている．
　さて，現代人の歯髄腔形態，とくにtrurod。ntismを，
集団の生体について観察するにはエックス線による方法が
最適で，エックス線写真の読影と判定にはShawの分類
方法が重要な基準となることは明らかである．本論文の基
礎もこの点にある．
　著者はここでShawの分類方法のあいまいな部分を補
いつつ，生体における判定基準をより客観的に，より正確
に適用できるよう，新たな分類基準を設定した，これによ
り，集団に関する変異の検討が，人類学的見地から充分に
行い得ると考えられるのである．
　可及的正確に撮影したエックス線写真像26）を，本研究の
分類方法にしたがって慎重に観察すると，人類学的調査に
とどまらず，法医学的な国入識別にも有意義であり，歯科
学的にもまた重要な指針を提供する．
　著者はこの研究をすすめるに当たり，2度にわたって予
備調査を行ない，その概要を第2回日本口腔科学会北日本
地方会（1964），第20回日本人類学会・1＝i本民族学会連合
大会（1965）においてそれぞれ“現代人のtaurod・ntism
について，第1報・第2報”として報告した．
　本論文は，これらの調査に，その後新たに収集した資料
を加えて研究総括した．
Table　l　N∠〃〃～フ81一げ’66疏認乙κ1～ビ4
Tooth Male FelnaleTota1
Ml
M2
M3
265
201
95
239
164
91
504
365
186
　その結果，以上の条件を満たした資料の構成をTable　1
に示す．
　下顎大臼粛のみを研究舛象とした理由は，これまでの諸
報告よりみて，形質の発現がはっきりしていること，エッ
クス線的方法として最も観察が容易で，信頼性が高く技術
的に誤差が少ないことによる26）．なお，平取町在住アイヌ
系中学生についても調査したが資料が少なく，本研究では
除外した．
「 「
工｝　HypercynodOntism＝　HC
　（NO．A428，MaleF　40y「s・♂4エ）
2　資料と方法
2・1調査資料
　本研究の資料は，北海道に在住する一般市民，札幌歯科
学院生，札幌医科大学学生，道立衛生学院生，札幌医科大
学附属病院歯科口腔外科を訪れた受診者，札幌医科大学解
剖学第2講座に保管されている関東地方出身の現代日本人
頭蓋などよりなる．
　被検者の下顎大臼歯を一般の歯科用エックス線装置（60
kV，10　mA）を用いて撮影した標準型歯科用エックス線フ
ィルム（4×3Cln）約10，000枚の中から次の条件を満たす
ものを研究対象とした．
　1）下顎大臼歯部を2等分画法，正放線状投影法26）に
より頬舌的に撮影したもので，歯実長の映像が伸縮してい
ないもの，
　2）エックス線像が鮮明で，歯の内部構造が正しく読影
できるもの．
　3）　う蝕，補綴物，その他の外的因子により歯髄腔の形
態が影響を受けて観察不能となっていないもの．
　4）年齢が下顎第1大臼歯の歯根が完成する10歳以上
であること．
　5）特別な疾病をもたないこと．
「
フ
r
〕
4）　腫eso七aurodontism＝　MT
　（N。，Aエ86，　female・36yrs・
　　皿2｝
2〕　Cynodontis皿；　C
　（N・・A36・f・m・le’2。yrs・・凹1）
　　　　　　　5）1エyper七aurodQ頁tismI・r塀幣　
3）　｝lypotaurodontism；　HT
　（No・A141，male7　26yrs，7図　｝　　　　　　　　　　　2
F三9。2Classi丘cation　Qf　pulp　cavity　1：norpholQgy
　　　　（modi丘ed　from　Shaw’s　method）．
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2・2研究方法
　2・2・1　5段階分類法について
　Shawの分類方法に基づいて設けた新しい基準にしたが
い，エックス生写真上の歯髄腔の状態を判定し，tauro－
dQntismに関する統計的分析を行なった・
　本研究では，次に述べるような5段階の分類方法を採用
した（Fig．2），
　1）hypercynodontism（HC）：歯髄腔の狭窄が著明
で，近・遠心の髄角が相対的に細長く鋭く突き出したよう
にみえ，天蓋が髄室床に接するほどにふくれており，歯髄
腔の中心はやや根側へかたよった状態で，髄室床もかなり
の高まりをみせている．この基準項目（HC）は，本研究を
始めるに当たって新しく設けたものである．
　2）cynodQntism（C）＝最も一般的な現代人の形態で，
歯髄腔の狭窄は明らかだが，髄室床は歯槽頂線とほぼ一致
した高さにあって滑らかである．また天蓋と髄室床との径
は，歯髄全長の1／4をこえない．近・遠心壁の径は，上下
径つまり天蓋と髄室床の径の約2倍となる．
　3）hypotaurodontism（HT）1歯髄腔がやや拡大して
髄室床は歯槽頂線より低下しているが，歯髄全長の冠側
1／3の程度にとどまるもの．歯髄腔の上下径と近・遠心壁
の径はほぼ同じとなり，正方形に近い状態となるもの．遠
心の壁は外側へややふくらむことが多い．
　4）mesotaurodontism（MT）：髄室床が歯髄全長の
ほぼ中間に位置し，歯髄腔の拡大が著明なもの，
　5）hypertaurodontism（T）：歯髄腔が強度に拡大し
て，髄室床を根尖近くまで才『1し下げた状態のもの．Kra－
pinaのNeandertal人にその典型像がみられる，
　2・2・55段階分類法における統計的分析および
　　　　歯髄腔形態の距離分析
　著者が設けた新しい5段階分類を用いて，各大臼歯（MI，
M2，　M3）の歯髄腔を分類し，各歯間，年齢別，性別につい
てX2検定を行い統計的分析を行った．また各大臼歯およ
び各年齢群の差を一括して比較するため距離分析を行っ
た．距離係数については種々の計算法があるが，本研究
ではEdwards　and　CavaUi－Sforza2s）とCons亡a皿dse－
Westerlnann29）の方法を用いた．距離分析の数値は男女
を合わせたものであり，距離係数（E2）は，遺伝子頻度に
基づいて集団間の類縁性を示すものであって複対立遺伝子
モデルによるものである・形質ブに関する距離碍は次の
ように計算される・
Eう＝8・
　　8ブ1一Σ》君齢・P2躍
　㌃＝1（・＋卸急1り（・職》割
　ここでA跳は∫集団における第ブ形質の第乃classの
数である．そして集団間の距離は易をすべてのブ（形質）
について加えたもので，下記のとおりである．
　　E2＝ΣEう　（’一＝形質の数）
　　　　ゴ＝1
　これを本研究の資料に置きかえると，’は各回の各年齢
群に相当する．ブ（躊1，2…，…，δは形質を示すが，ここで
は歯髄腔形態という一つの形質のみを取り扱っているので
r；1となる．澄はHC，　C，　HT，　MTという4つのclass
が存在するので走は1～4まで変化することになるが，本
計算では々＝1，2…恥までを計算している，なお8ゴ＝
〃z－1であり，ここで’μはclassの総数である．なお各
classの頻度，合計は当然1となる（PHC＋馬＋PHT＋
PMF1）．
　この定義にしたがって．E2を計算すると，群の数はM1，
M2，　M3のそれぞれに各4個の年齢群を考えているので，
3×4＝12群となり，各群間の距離は12次元空間内で得ら
れる．しかし12群の相互関係を直観的に把握することは
極めて困難なので，つぎに，次元減少法を応用する．
　この方法は，一般に多次元空間に散布されている点僻
の位置）を，情報損失の最も少ない方向から，任意の低次
元空間に投影しようとするものである．ここで，数学モデ
ルとして本研究に最もよく適合するのは林ら30）の数：量化
理論第4項であって，今回はこの方法を用いた，これは，
本来は類似度係数行列に基づいて次元の減少を実現しよう
とする方法である．ところが，今回計算したのは距離係数
であるので，これらをまず類似度係数に変換しなくてはな
らない．ここで用いた変換法は，通常使われている最も簡
単なもので，次の式による・
　　＆ゴ＝一1・凶ゴ
　ここで5翻は，集団（群）かおよびプの間の類似度係数，
4σは同じく距離係数である，
　また，全体の関係を把握しやすいように，数量化理論第
4類の計算を行ない，各群の第1および第2正規化得点
（normalized　score）に基づいて2次元空間に投影した図
を作成することにする．
　なお，これらの計算はプログラムEDWARDS（埴原和
郎作製）およびMΩUAN　4（日立統計プログラムCΩUAN
4を埴原が改変したもの）を用い，東京大学大型計算機セ
ンターのHITAC　8800／8700システムで行った．
3　調査成績
　エックス線フィルム上に記録された下顎第1大臼歯似
下M1と略），第2大臼歯（以下M2と略），第3大臼歯（以
下M3と略）のうち，有効基準に合格したものについて，
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Table　2　ハ盈．ノηう8’瞑げオ86彦んゴη6α読αg88γoゆ（A，　B，　C，　D）
A（10－19＞ B（20－29） C　〔30－39） D（40一）
Tooth　　Class
Male　Female　Male　Female　Male　Female　Male　Female
M1
HC
C
HT
MT
T
12
33
5
18
41
8
63
36
3
60
38
1
54
5
42
7
1
51
3
19
4
M2
HC
C
HT
MT
T
15
18
2
1
11
35
2
48
28
6
1
40
32
2
7
22
10
3
19
7
2
12
22
9
3
7
1
M3
HC
C
HT
MT
T
3 8
2
7
37
7
2
48
5
7
11
3
18
1
10
11
1
1
3
1
歯髄腔の状態を新しい分類方法にしたがい分類した
（Table　2）．
　年齢は，最初に萌出するM、の歯根完成期が9歳ないし
10歳とされているので，この時期を一応の基準とし，10歳
以上とした．
　また，著者の従前の報告にしたがって，年齢を年代別の
4群にまとめて検討する．
　調査部位は原則として右側としたが，この部位はまた萌
出直後からう蝕に罹患することが多く，う窩あるいは充
填，補綴，抜去などにより歯髄腔の状態が不明となること
が多い，したがってTable　2に示した数値は左右両側を
合わせたものである．
3・1各大臼歯について
　3・1・1下顎第1大臼歯（M1）の所見
　M1にはtaurod・ntismの傾向はないが，若年層にごく
わずかのHTを認めることがある，また年齢が高くなる
と，歯髄腔はますます狭窄した状態となってHCが大部
分を占めるようになる．
　MTは1例も認められなかった．
　性差については，各年齢群とも統計的に有意の差を認め
得ず，全年齢を合わせたz2検定でも有意差は認められな
かった（Z2嵩0，5201＝D．F．＝1：0．50＞P＞0．30）。
　さらに年齢差を観察したところ，10代と20代の間α2＝
8．9744：D．F．；110．005＞p＞0．001），10代と30代の間（Z2
＝10．2549二D．F．＝1＝0．005＞p＞0．001）に，　はっきりとし
た統計的有意差を認めることができる，しかし30代をこ
えるとHTがほとんどみられず，歯髄腔の状態はCから
HCへと固定してしまい，あまり変化を示さなくなる．
　M1の歯髄腔の基本的形態を進化学的にみればcyno－
d・ntismであるが，年齢が高まると歯髄腔の狭窄は強度
となり，30代で男性92傷，女性84傷とほとんどのものが
HCとなって固定化する．しかも，さらに高齢に達した場
合でもこの状態にほとんど変化はなく，このことからM1
に関しては，30代が歯髄腔形態の安定期であるとするこ
とができよう．
　3・1・2下顎第2大臼歯（M2）の所見
　M1と同様，年齢が高まるとcynodontisInの傾向が強
まるが，全年齢群にわたってかなり多数のHTをみるこ
とができる．すなわち10代では男性51弩，女性75勿に，
また安定期と考えられる30代にいたっても，いぜんとし
て男性26％，女性23％にHTを認めることは，この歯の
大きな特徴であろう・
　性差は，各年齢群における比較では認め得なかったが，
全年齢を合わせて分析すると，若干認めることができる
α2＝6．3172：D．F．＝1＝0．05＞p＞0．02），
　年齢差は顕著で，10代と，20代，30代，40代をそれぞ
れ比較したところ，はっきりとした有意差が認められた
（Z2＝14．7859，22，0671，30．7255：D．R＝1＝pく0．001）．
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Table　3　Vα7層疵ガ01zげ7り。彦αη4メ）吻）6α辺吻
　　　　　川0ψんoZO9：y∫’Zル亀
Class Dou1〕le　　FusedRoots　　　Roots
Single
Root
HC十C
HT
MT
128
62
　4
70
58
17
19
8
　ここでも，やはり30代で歯髄腔の安定する傾向が観察
され，さらにこれらの成績を総合してみると，M2として
の興味ある特徴がうかんでくるのである．
　M2の観察をさらにすすめるために，エックス線写真
上で読みとれる歯根の状態と，歯髄腔の形態とのかかわり
あいを調べた（Table　3）．
　一般に歯髄腔形態は，解剖学的にも発生学的にも，歯根
あるいは根管の状態とかなりの関連性をもつことは充分に
考えられるところである・M2には約30傷の樋状根を認
めるというが，M2の変化に富んだ歯根の形態が，この歯
の歯髄腔の多様性をもたらしているのである27），しかし変
異の振幅はそれほど大きくなく，どちらかといえば中間形
である，
　また，少数ではあるが，MTが10代から30代にわたっ
て存在することもM2の特徴のひとつに数えられる．
　3・1・3下顎第3大臼歯（M3）の所見
　例数がやや少ないので，詳細な分析を行なうことは難し
いが，10代から30代までHTがその主流を占めている・
　年齢が高くなると，やはりcynodontismへと移行する
傾向が認められるが，この歯は発生学的に不安定で，萌出
時期の遅れや萌出方向の多様さなどで特徴づけられ，進化
学的にも退化傾向を強く帯びていることが推測されるので
ある．この点で安定したM1とは対照的であると考えら
れる，
　性差については，全年齢をあわせて分析した場合にのみ
認められたが（κ2；9，1386：D．F．＝1：0．005＞P＞0．001），年
齢群の間の差は20代と40代との間に認め得たのみである
α2＝27．5105：D．F．＝1＝p〈0．001）．
　M3の進化学的基本形はHTと考えられるが，歯冠，歯
根の形態にかぎらず萌出状況も変異に富んでおり，エック
ス線撮影に支障をぎたすことが多い．したがって十三が困
難で，完全埋伏のものについては観察がほとんどでぎない
ことが多かった．
3・2下顎大臼歯相互の比較
　M1，　M2，　M3の性と年齢をすべて合わせて比較した場合
（Table　4），基本的にはM1がC，　M3がHT，　M2がその中
間型という傾向を示すが，この点に関しては，距離分析よ
り得た結果から一層明らかとなるであろう．
Table　4Vα7曹認ゴ0πげμ砂Cαηガ砂〃’0ψん0♂09ツ
ガノZ8α（漉∫00読
Tooth HC C HT MT
Ml
M2
M3
319
29
　2
167
184
32
18
140
137
12
15
Table　5　。E2♂魏αη68η2α’7叩舵
Tooth
M1
M2
M3
AgeGroup
A
B
C
D
A
B
C
D
A
B
C
D
M1 M2 M3
A　　　B　　C　　D A　　　B C　　　D A B C　　　D
．0619
．1998　．0459
．2502　．0662　．0051
．1847　3817　，5525　．6543
．1059　．2882　．4822　．5683
．0276　．1355　，2869　．3523
．0056　．0675　　．1900　　．2457
0294
8110　．0289
．1461　つ920　　．0213
．6144　．7940　β729　．9895
．3913　．5977　　．7357　．8484
．2700　、5123　．7054　8．243
，0810　．2273　．3851　．4665
．1768
．0530
．0189
0．242
．3005　．4068
．1284　．2220
．0797　．1561
．0091　．0171
．5274
．3292
．2214
．0597
．0406
ユ978　．0722
．2750　’1212　0．756
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3・3　歯髄腔形態の距離分析
　2・2・2の定義にしたがってE2（形質群の距離）を計算す
ると，各群間の距離はTable　5のようになる．これは
12次元空間内の距離であって，全体の関係を把握しやす
いように次元減少法を応用し，2次元空間に投影した図
（Fig，3）を作成して理解を助けるここととする．図の中で
A，B，　C，　Dとあるのは各年齢群（10～19歳，20～29歳，
30～39歳，40歳以上）を示す．
D Il A
M1 M3
B
D cD A B
A 　Bl2 C
C
Fig．3　Two－dimensional　expression　of　a　group
　　　　constellation　based　on　E2－matrix，
　この図から，次の点が明らかになる，
　1）M1～M3の歯髄腔形態は，この順で一定の傾向を
もって変化する・これを原資料に戻って考えると，HCは
M1，　M2，　M3の順に減少し，逆にHTはこの順に増加す
る．そしてこの傾向は，主として第1軸（横軸）に反映さ
れている．
　2）各回ごとに年齢群による変化をみると，かなりはっ
きりした年齢差が認められる．すなわち，年齢が高くなる
にしたがってHCが増加し，逆にMTが減少する．
　3）年齢変化の程度は歯によって異なり，M1およびM3
では年齢変化が比較的大きく，M2では小さい．したがっ
て歯髄腔形態に関しては，M2はM1およびM3にくらべ
てやや安定しているといえる，
　第II軸（たて軸）の意味ははっきりしないが，原資料か
ら考えると，CおよびMTの変動を反映しているように
思われる．
3・4M1およびM2の歯髄腔の関係について
　観察に困難が伴いやすいM3を除いて，信頼性の高いM1
とM2について，その相互関係を分析する．
　すなわち，M1がHCのもの，　Cのもの，　HTのものそ
れぞれについて，M2の歯髄腔がどのような関係にあるか
を調査した．
　その結果，M1がHCの揚合M2はC，　M1がCの場合
M2はHTという組合せが最も多く，　MIがM2よりも広
い歯髄腔をもつ例はみられなかった．
　このことは，M1が常にM2よりもせまい歯髄腔を有す
ることが，両者の組合せの基本型となっていることを示す
ものである．
4　考　　察
　ヒトの下顎大臼歯の歯髄腔形態を，現代日本人を対象と
して調査した成績に基づいて，taurodontismの人類進化
学的意義について考察を加えたい，
　歯の内部構造に関しては，抜去歯を用いる研究方法が一
般的であり27），かつまた正確ではあるが，一定の集団につ
いて大標本の資料を集めることは甚だ困難である，とくに
大臼歯を対象として生体にこの方法を応用することは，ほ
とんど不可能といえよう，
　このような点から，エックス線写真を用いる方法は，集
団の調査を比較的短時間にまとめて行なうには最も有効で
ある．しかしその反面，撮影時の諸因子がエックス線写真
におよぼす影響を無視できない．エックス線像は，あくま
で立体的歯髄腔の一平面への投影にすぎず，多少のゆがみ
を伴うことはさけられない．したがって，計測による判定
は不適当である．それゆえ，歯の外形を一応の参考とし，
内形との比較関連に判定の基準をおくことが必要である．
また，その判定方法が，なるべく客観性を有するものでな
ければならない．本研究は，その点を充分考慮して基準を
設けた，
　歯髄腔と歯根の関連についてみると，この両者は，顎骨
の中にあって，かなり長期にわたり徐々に形成され，成熟
し，変化していくもので，この点人体の他の器宮とは大き
く異なる特殊性をもつといえよう．したがってその観察に
は，年齢的要素が必然的に重要視されてくるのである．
　歯髄腔の年齢的変化に関しては，多くの先人により詳細
に研究され，報告されてきたが32，33），いずれも研磨，脱灰，
透明化，鋳型法などによる組織学的研究方法であって，人
類学的な集団観察には適さない．つまり本研究の意義にそ
った方法としては，エックス線観察以外の方法はないであ
ろう，
　エックス線的資料の収集は，条件さえ整えば比較的容易
ではあるが，野外調査にはやはり多くの困難が伴う．それ
ゆえ，従来の報告が臨床的資料に基づくものが多いことも
うなづけるのである．
　その点，頭蓋標本を対象とした場合には，生体における
ごとく軟組織によるエックス線写真のボケもなく，極めて
鮮明でゆがみのない像を得ることができ，資料として最
適である．
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　Taurodontismの生成原因については，多くの研究者に
より解説されている．その中でも，遺伝学的な一現象34）
としてとらえる説，臨床的な局所的原因による限局した現
象とする考え35＞，また，著老が本研究で述べんとしている
人類進化の途上における現象の一つとするものなどが代表
的意見であろう36四38），
　さて，一般に下顎の大臼歯も上顎と同様，入類における
進化過程からみてM1が基本形を示すが，　M2，　M3は退化
の影響を受けて形態的にかなり変化している，
　この傾向は，M1からM3への退化現象の程度としてと
らえることができ，ひいては集団の変異の問題として分析
することが可能となる．
　たとえば，下顎大臼歯の歯冠外形を特徴づける最も著明
な形質として知られるgroove　pattern（Dryopithecus
and　plus　patterns）と，taurodontismとの関連をみると，
両形質の発現頻度に興味ある傾向を認めることがでぎる
（Fig．4）．このことは，両形質に関して進化学的にみると，
それぞれの歯がその部位に応じて異なる程度の退化の影響
を受けているからにほかならない，
　さて，歯髄腔は外形にしたがって変化するが，大臼歯の
歯根も後方の歯ほどゆ合，あるいは単根化する傾向があ
る．そのため，近心根が単根管を有する頻度は，後方の歯
ほど大きくなっていることが知られている．そこで最も興
味あるM2について歯髄腔と歯根との関係をしらべてみた
が，MI，　M3と同様，両者の間にはそれほどの関連性を認
めることがでぎなかった．下顎大臼歯の歯根が本来2根性
であること，歯根と歯冠の諸形質の変異にはかなりの差が
あって，歯冠外形がはるかに安定していることなどがその
％
100
50
M1
風
♂
REDUCT【0卜」　一一→〉
〆
！
　　訊　　　　　・・、、　M2
　　　　　　　、●
／　　　　貝
9
9…ve　paLLe・11　k●一→ンY　　　十　　　X
　　P“話．訂諾IYIひ…一・）HC　　　C　　　HT
Fig．4　Variation　of　pulp　cavity　morphology　and
　　　　groove　pattern．
理由であろう（Table　3）．
　また，下顎大臼歯について特徴ある外部形質として記載
されているものに7th　eusp45，46），6th　cusp47），　de且ecting
wrinkle48），　protostylid41），などがある．これらの形質は
dm2（下顎第2乳臼歯）とM1に共通にあらわれるものであ
るが，それぞれ独立した遺伝子支配を受けるものと考えら
れ発現頻度も多様である．Hanihara49～51・53・55），　Hanihara
6彦αZ，52），埴原54）はこれに上顎乳切歯のシャベル型を加え
た5形質をひとまとめにして，類モーコ形質群と呼びいわ
ゆるcharacter　complexのひとつに数えることを提唱し
ている．この形質群はもちろん永久歯にも適用されるもの
である53），
　以上のことから，与えられたある集団の特徴を分析する
場合これら外部形質による観察とともに，内部形質として
の歯髄腔形態を調査することが，人類学的研究に欠かせな
い補助手段となるのである，このさい考えねばならないの
は，一旦形成されると変化することのない歯冠の外形と，
年齢的条件を常に考慮しなければならない凸形とでは，統
計的処理あるいは考察にさいして充分な注意を払う必要が
あるということである．距離分析によれば，M2ではCお
よびMTの頻度が，またM3ではMTの頻度が，必ずし
も年齢的に一定の傾向を示していない．このことは，これ
らの形態の頻度が単に年齢の関数として変化するものでは
なく，他の要因，たとえば遺伝的要因などの支配をより強
く受けているのではないかと考えられる．しかし，この点
については，さらに検討を加える必要がある，
　いずれにしても，以上の分析から，歯髄腔の形態には年
齢的要因が強く関与していることが明らかであろう．この
形質が法医学的細入識別に応用されるのはこのような面に
おいてである．埴原は生体の年齢鑑定にM2のエックス線
写真を利用した例56）を報告しているが，個々の形質ばか
りではなく，形質の複合を対象として研究をすすめ，記載
の数量化と多：変量解析によって父子鑑定への応用57）など
をも示唆している．
　ここで，歯髄腔形態に関する本研究の成績を第1報，第
2報と比較してみる．
　従前の報告ではhypercynodontism（HC）に相当する
ものをcynodontism（C）で一括して処理したが，すでに
述べたように歯髄腔は年齢が高まると徐々に変化して石灰
化がすすみ，ついにはかなり複雑な形態を示すようにな
る．つまり歯髄腔は極度にせまくなって天蓋と床底にはさ
まれた横棒のようになってしまう，さらにこの横棒からな
なめ外上方へのびる近遠心の2本の髄角，ななめ外下方へ
のびる近遠心の2本の根管とによって形成される細いたて
棒とで，あたかも“H”字型を示すようになる．著者はこ
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の形態を，歯髄腔形態の研究に不可欠な年齢的要素を加味
する意味から，hypercynodontismとして新たな項目を設
定し，本研究のための5段階分類法を作成したのである・
　第1報を要約すると，
　1）調査歯数は男性410歯（M1＝160，　M2＝202，　M3＝48），
女性548歯（M1＝196，　M2＝270，　M3＝82）である．
　2）M1は性別，年齢別にかかわらず，大部分がCを
示す．
　3）HTは，　M2，　M3においていずれも女性に発現率が
高い．
　4）年齢が高まるとHTは明らかに減少し，とくにM2
でその変化がはっきりと認められた．
　また第2報ではM1とM2の関連性を主とし観察した
が，調査歯数は男性132歯（M1；54，　M2＝78），女性106
歯（M1＝42，　M2＝64）で，全般的に本研究の成績とよく一
致し，その結果，歯髄腔の広さは常にM1≦M2妻M3の関
係にあることが推察される．
　以上の結果を人類進化の面から考察すると，まずヨーロ
ッパのいわゆる典型的Neanderta1人にみられるhyper－
taurodontismの伝統は，少くとも日本人にはもはや引ぎ
つがれていないとみることができよう．しかし，前述の通
り，ヨーロッパの白人においては，現在も稀にではあるが，
この形態が出現している．この事実はNeandertal人の伝
統が彼らにはまだわずかに残っていることを示唆している
のかもしれない．一方，Shawの報告11）によると，アフ
リカ黒人にもhypertaurodontismは々まとんどみられな
い．このような結果からみると，典型的なtaurodQ亘tism
はやはりヨーロッパに限局して現われたという可能性が強
いように思われる．
　今日，ヨーロッパの典型的Neanderta1人にみられる
種々の特徴は，おそらく彼らがWUrn氷河期の寒冷な
気候に適応したためとみられているが，彼らに特徴的な
taurodontismもあるいは寒冷適応の結果発現したものか
もしれない4）．いずれにせよ，このような観点から，さら
に種々の集団において多くの資料を得ることは，人類学に
とって重要な所見をもたらすものと考えられる58）．
5　結　　論
　1964年から1978年目かけて，北海道に在住する一般市
民と生徒，学生，ならびに関東地方の現代日本人より得た
下顎大臼歯エックス線写真を資料として，歯髄腔形態とく
にtaurodontismの調査を行ない，5段階分類法を用いて
観察研究した結果，次の結論を得た．
　1）現代日：本人の下顎大臼歯にはhypertaur・dontism
の所見は認められない．
　2）M1の歯髄腔は進化学的にみれぽ，　cynodontismが
基本的形態となる．
　3）M2の歯髄腔は，年齢とともにhypotaur・dontism
からcynodontismへと移行する傾向があるが，変化の程
度は比較的弱く，やや安定した形態を保っている．
　4）M3の歯髄腔はM1と対照的にhypotaurodontism
が基本的な形態と思われる．
　5）一般に下顎大臼歯においては年齢が高まるとhy－
percynodontismが増加しmesotaurodQntismが減少
する，
　6）この形質に関する性差は，M1では認められないが，
M2，　M3では全年齢を合わせた場合にごく僅かではあるが
女性にtaurodontismの傾向が強い・
　7＞歯髄腔の広狭の程度は，常にMl≦M2葦M3の関係
にある．
　8）歯髄腔形態による個人識別を行なうには，必らず
M1，　M2をともに調査し，　hypercynodontismの観察を詳
細に行なうべきである．
　9）　ヒトの歯の内部構造，とくに歯髄腔のtaurodontism
は，人類の集団に関する進化学的比較研究を行なう場合，
外形との相関において極めて重要な意義をもつ注目すべき
形質である．
　また，この形質の人類進化学的究研には，本論文に採用
せる5段階分類法が最も有効適切であると考えられる．
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